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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第３四半期累計期間
第46期

第３四半期累計期間
第45期

会計期間
自 2022年６月１日
至 2023年２月28日

自 2023年６月１日
至 2024年２月29日

自 2022年６月１日
至 2023年５月31日

売上高（千円） 6,899,203 2,456,837 7,444,240

経常利益（千円） 1,233,866 54,031 1,081,364

四半期(当期)純利益又は四半期純損失
（△）（千円）

855,322 △73,668 765,291

持分法を適用した場合の投資利益
（千円）

－ － －

資本金（千円） 2,000,792 2,000,792 2,000,792

発行済株式総数（株） 10,789,800 10,789,800 10,789,800

純資産額（千円） 11,538,471 10,964,643 11,446,846

総資産額（千円） 17,769,841 15,377,062 17,237,515

１株当たり四半期（当期）純利益又は１株
当たり四半期純損失（△）（円）

80.77 △6.96 72.27

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）
純利益又は潜在株式調整後１株当たり四半
期純損失（△）（円）

－ － －

１株当たり配当額（円） 20 20 40

自己資本比率（％） 64.9 71.3 66.4

回次
第45期

第３四半期会計期間
第46期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2022年12月１日
至 2023年２月28日

自 2023年12月１日
至 2024年２月29日

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四
半期純損失（△）（円）

27.48 △9.23

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益又は潜在株式調整後１株当たり四半期純損失については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第３四半期累計期間については、１株当たり四半

期純損失であるため記載しておりません。

２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生したリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(１) 経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響の緩和により、経済活動の回

復が進んでおり、企業部門では企業利益の増加が続き、内需を中心に緩やかに持ち直しています。その一方で、世

界経済におきましては、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、欧米経済の物価高や金融引き締めの影響による減速の

可能性、資源価格の動向や為替変動など海外情勢の不安定さや海外経済の回復ペースの鈍化の影響を受けており、

引き続き日本経済への影響に十分注意する必要がございます。

当社が主に事業を展開している開発事業及び不動産販売事業においては、民間建設投資が持ち直しの動きがみら

れておりますが、労働力不足や労務費の上昇、原材料価格の高騰、為替変動等引き続き注視が必要な状況が続いて

おります。

この結果、第３四半期累計期間における売上高は2,456百万円（前年同期比64.4％減）、営業利益は39百万円（前

年同期比96.8％減）、経常利益は54百万円（前年同期比95.6％減）となり、四半期純損失は73百万円（前年同期は

四半期純利益855百万円）となりました。

セグメントごとの経営成績を示すと、次のとおりであります。

① 開発事業

開発事業につきましては、前期から販売している「ベルドゥムール秋田千秋公園」の戸別販売を継続し、売上

高が103百万円（前年同期比97.4％減）、セグメント損失87百万円（前年同期はセグメント利益788百万円）とな

りました。

②建築事業

建築事業につきましては、請負工事を主体とした売上高が509百万円（前年同期比37.2％増）、セグメント損失

が74百万円（前年同期はセグメント損失29百万円）となりました。

③不動産販売事業

不動産販売事業につきましては、物流倉庫、事業用ビル１棟をはじめ都内近郊の物件を複数売却したことによ

る売上高が1,509百万円（前年同期比27.9％減）、セグメント利益が296百万円（前年同期比44.1％減）となりま

した。

④その他事業

その他事業につきましては、賃貸住宅の仲介・管理及び不動産の売買仲介などを中心に売上高が334百万円（前

年同期比18.8％減）、セグメント利益が76百万円（前年同期比49.2％減）となりました。
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(２) 財政状態に関する説明

（資 産）

当第３四半期末における総資産は15,377百万円となり、前事業年度末に比べ1,860百万円減少いたしました。こ

のうち、流動資産は10,376百万円となり前事業年度末に比べ3,024百万円減少いたしました。主な要因は、関係会

社株式の取得及び借入金の返済に伴い現金及び預金（2,687百万円）などが減少したことによります。また、投資

その他の資産は前事業年度末に比べ1,244百万円増加いたしました。主な要因は、関係会社株式の取得による増加

（1,385百万円）ですが、これは開発用不動産の取得を目的とした一時的な支配関係となるものです。

（負 債）

当第３四半期末における負債は4,412百万円となり、前事業年度末に比べ1,378百万円減少いたしました。この

うち、流動負債は1,655百万円となり前事業年度末に比べ759百万円減少いたしました。主な要因は、未払法人税

等及び未払消費税等（352百万円）、未払金（252百万円）、短期借入金（200百万円）が減少したことによりま

す。また、固定負債は2,756百万円となり前事業年度末に比べ618百万円減少いたしました。主な要因は、長期借

入金（266百万円）、社債（250百万円）が減少したことによります。

（純資産）

当第３四半期末における純資産は10,964百万円となり、前事業年度末に比べ482百万円減少いたしました。主な

要因は、配当金の支払い（423百万円）などを行ったことによります。

(３) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(４) 研究開発活動

該当事項はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年２月29日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年４月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,789,800 10,789,800
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であります。

計 10,789,800 10,789,800 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年２月29日 ― 10,789,800 ― 2,000,792 ― 1,972,101

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2023年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2024年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) （自己保有株式）
普通株式 200,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

105,736 ―
10,573,600

単元未満株式
普通株式

― ―
16,200

発行済株式総数 10,789,800 ― ―

総株主の議決権 ― 105,736 ―

② 【自己株式等】

2024年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
リベレステ株式会社

埼玉県草加市
金明町389番地１

200,000 － 200,000 1.85

計 ― 200,000 － 200,000 1.85

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（１）新任役員

該当事項はありません。

（２）退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役管理部門統括 上林 剛 2023年12月15日

（３）役員の異動

該当事項はありません。

（４）異動後の役員の男女別人数及び比率

男性５名 女性０名（役員のうち女性の比率 ０％）
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2023年12月１日から2024年２月

29日まで）及び第３四半期累計期間（2023年６月１日から2024年２月29日まで）に係る四半期財務諸表について、太

陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

第１四半期において取得した子会社は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）第５条第１項により支配が一時的であるため、連結の範囲に含めておりません。また、他の子会

社においては、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条

第２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、

当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏

しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(2023年５月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,990,335 5,303,310

受取手形、売掛金及び契約資産 83,860 3,477

販売用不動産 2,241,731 2,245,721

開発用不動産 2,703,115 2,413,018

未成工事支出金 5 478

その他の棚卸資産 24,709 19,285

前渡金 186,519 27,952

前払費用 25,075 22,898

短期貸付金 205,937 184,217

１年内回収予定の長期貸付金 1,138 ―

その他 78,598 296,452

貸倒引当金 △140,377 △140,188

流動資産合計 13,400,651 10,376,624

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 429,286 403,934

車両運搬具（純額） 3,072 114

土地 1,553,646 1,500,451

リース資産（純額） 3,325 1,963

その他（純額） 1,365 3,904

有形固定資産合計 1,990,696 1,910,368

無形固定資産 3,477 3,129

投資その他の資産

投資有価証券 358,176 350,559

関係会社株式 48,265 1,433,490

出資金 48,764 48,764

リース投資資産 1,129,494 1,073,271

長期貸付金 12,780 12,555

長期前払費用 4,172 2,917

繰延税金資産 191,765 42,170

その他 70,006 144,191

貸倒引当金 △20,734 △20,981

投資その他の資産合計 1,842,690 3,086,940

固定資産合計 3,836,864 5,000,437

資産合計 17,237,515 15,377,062
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年５月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形 26,762 110,970

工事未払金 110,008 126,876

買掛金 81,230 16,836

短期借入金 200,000 －

1年内返済予定の長期借入金 355,824 355,824

1年内償還予定の社債 460,000 380,000

リース債務 76,951 76,469

未払金 405,016 152,669

未払費用 5,912 4,238

未払法人税等 176,000 6,000

未払消費税等 182,830 －

契約負債 59,791 317,893

預り金 152,430 38,310

前受収益 9,371 8,732

完成工事補償引当金 624 175

工事損失引当金 20,354 －

偶発損失引当金 88,746 31,349

その他 2,900 29,150

流動負債合計 2,414,755 1,655,498

固定負債

社債 705,000 455,000

長期借入金 1,371,130 1,104,262

退職給付引当金 69,515 45,332

債務保証損失引当金 175 148

預り保証金 96,387 75,703

リース債務 1,131,135 1,073,903

長期未払金 2,569 2,569

固定負債合計 3,375,913 2,756,919

負債合計 5,790,669 4,412,418

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,792 2,000,792

資本剰余金 1,972,101 1,972,101

利益剰余金 7,628,584 7,131,324

自己株式 △161,947 △161,947

株主資本合計 11,439,530 10,942,270

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,316 22,373

評価・換算差額等合計 7,316 22,373

純資産合計 11,446,846 10,964,643

負債純資産合計 17,237,515 15,377,062
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2022年６月１日
至 2023年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

売上高 6,899,203 2,456,837

売上原価 5,060,515 1,908,921

売上総利益 1,838,688 547,915

販売費及び一般管理費 605,564 508,436

営業利益 1,233,124 39,479

営業外収益

受取利息 1,196 860

受取配当金 970 993

受取手数料 7,991 1,776

受取保険金 4,452 7,354

為替差益 1,012 5,843

固定資産税還付金 ― 5,730

投資事業組合運用益 11,950 7,723

物品売却益 1,267 6,217

太陽光売電収入 5,324 3,026

雑収入 10,777 5,182

営業外収益合計 44,944 44,709

営業外費用

支払利息 24,532 9,511

社債利息 3,236 2,434

社債発行費 6,324 －

貸倒引当金繰入額 ― 247

棚卸資産廃棄損 ― 11,983

雑損失 10,108 5,979

営業外費用合計 44,201 30,157

経常利益 1,233,866 54,031

特別利益

固定資産売却益 133 19,394

特別利益合計 133 19,394

特別損失

固定資産除却損 99 871

特別損失合計 99 871

税引前四半期純利益 1,233,900 72,554

法人税、住民税及び事業税 381,029 1,819

法人税等調整額 △2,451 144,403

法人税等合計 378,577 146,222

四半期純利益又は四半期純損失（△） 855,322 △73,668
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

１ 保証債務

前事業年度
（2023年５月31日）

当第３四半期会計期間
（2024年２月29日）

物件購入者（ 65人） 76,740千円 物件購入者（ 63人） 65,057千円

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2022年６月１日
至 2023年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

減価償却費 21,249千円 18,481千円

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2022年６月１日 至 2023年２月28日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年８月30日定
時株主総会

普通株式 211,796 20 2022年５月31日 2022年８月31日 利益剰余金

2022年12月20日取
締役会

普通株式 211,796 20 2022年11月30日 2023年１月30日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後となるもの

該当事項はありません。

当第３四半期累計期間(自 2023年６月１日 至 2024年２月29日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年８月29日定
時株主総会

普通株式 211,796 20 2023年５月31日 2023年８月30日 利益剰余金

2023年12月19日取
締役会

普通株式 211,796 20 2023年11月30日 2024年１月29日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自 2022年６月１日 至 2023年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計

開発事業 建築事業
不動産販売

事業
その他事業
（注）

売上高

一時点で移転される財 4,023,181 21,997 2,092,580 412,295 6,550,053

一定の期間にわたり移転さ

れる財
― 349,150 ― ― 349,150

顧客との契約から生じる

収益
4,023,181 371,147 2,092,580 412,295 6,899,203

その他の収益 ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 4,023,181 371,147 2,092,580 412,295 6,899,203

セグメント間の内部売上高

又は振替高
― ― ― ― ―

計 4,023,181 371,147 2,092,580 412,295 6,899,203

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
788,010 △29,043 530,269 150,249 1,439,486

（注）その他事業は、賃貸住宅の仲介・管理及び不動産の売買仲介等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,439,486

全社費用（注） △206,362

四半期損益計算書の営業利益 1,233,124

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。
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当第３四半期累計期間（自 2023年６月１日 至 2024年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

報告セグメント

合計

開発事業 建築事業
不動産販売

事業
その他事業
（注）

売上高

一時点で移転される財 103,780 16,853 1,509,290 25,816 1,655,740

一定の期間にわたり移転さ

れる財
― 492,177 ― ― 492,177

顧客との契約から生じる

収益
103,780 509,031 1,509,290 25,816 2,147,917

その他の収益 ― ― ― 308,919 308,919

外部顧客への売上高 103,780 509,031 1,509,290 334,735 2,456,837

セグメント間の内部売上高

又は振替高
― ― ― ― ―

計 103,780 509,031 1,509,290 334,735 2,456,837

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
△87,503 △74,698 296,474 76,315 210,586

（注）その他事業は、賃貸住宅の仲介・管理及び不動産の売買仲介等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 210,586

全社費用（注） △171,107

四半期損益計算書の営業利益 39,479

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 2022年６月１日
至 2023年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失
（△）

80円77銭 △6円96銭

(算定上の基礎)

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 855,322 △73,668

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△）
（千円）

855,322 △73,668

普通株式の期中平均株式数（株） 10,589,800 10,589,800

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益又は潜在株式調整後１株当たり四半期純損失については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

また、当第３四半期累計期間については、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

2023年12月19日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

① 配当金の総額…………………………………………… 211,796千円

② １株当たりの金額……………………………………… 20円00銭

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日……………… 2024年１月29日

（注）2023年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2024年４月15日

リベレステ株式会社

取締役会 御中

太陽有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岩﨑 剛 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大兼 宏章 印

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第 193 条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリベレステ株

式会社の2023 年６月１日から2024年５月31日までの第46期事業年度の第３四半期会計期間（2023年12月１日から2024年

２月29日まで）及び第３四半期累計期間（2023年６月１日から2024年２月29日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、リベレステ株式会社の2024年２月29日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存

続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報
告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。


